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平成 22 年 新春記者会見 要旨 

 
１ 昨年を振り返って 
「できごと」     

・長引く景気低迷，厳しい雇用情勢 

・新型インフルエンザの大流行 

 ⇒ 社会や暮らしに対する不安感や不透明感が，近年でも特に強まった年 
 

・国民が政権交代を選択 

⇒ 現状からの変革を求め，懸命に模索を重ね続けてきた一年  
「本市での動き」 

・厳しい経済状況の中で，市民の安全・安心に直結する取組を優先的に実施 

（各種経済対策，二次救急医療体制の強化，学校施設の耐震化 など） 

・一方で，総合的なまちづくりの推進にあたり，より粘り強い対応が求めら

れている状況 

（「ＪＲ宇都宮駅東口地区整備事業」の延期 など） 
 

・本市にゆかりのある方々が，国内外で目覚しい活躍 

（宇都宮工業高校チーム，宮田大氏，片岡易之選手） 

  （宇都宮ブリッツェン始動，日本初地域密着型プロロードレースチーム） 

⇒ 高い目標に向かって不断の努力を続けることの大切さを改めて実感 

 
２ 年頭にあたっての決意 
・市政を預かる立場として，これまで以上に強いリーダーシップを発揮し，

困難な状況を打ち破り，本市の活力を着実に回復させる 
・「100 年先も活力ある発展が続く持続可能な都市の確立」に向け，各種の

取組などをさらに一歩踏み込んで見直すとともに，効果的な施策事業を打

ち出して，閉塞感を突き崩し，市民の皆様に明るい未来への希望を持って

いただけるような年とする 
 

３ 平成 22 年の主な取り組み 
・強固な行政経営基盤づくり 
  （新たな「行政改革大綱」の策定，行財政改革の様々な取組 など） 

・経済対策の継続的な取組 
・第 5 次総合計画に基づく施策事業の厳選，着実な実施 
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（１）みんなが幸せに暮らせるまちづくり 

    ①「子育て支援の充実」 

・保育所の整備促進 

・乳幼児がいる家庭への訪問支援の充実 

②「高齢者の生活の質の向上」 

・入所・通所施設の整備促進 

・ちとせ寮・松原荘の再整備 

③「安全で安心な生活環境の創出」 

   ・災害時通信システムの充実 

   ・学校施設の耐震化 

④「総合的な交通体系の確立」 

ａ．「交通」 

・地域内交通の確保 

・自転車利用・活用の促進 

  ｂ．「道路」 

・都市計画道路の計画的整備 

⑤「環境調和型社会の構築」 

・プラスチック製容器包装等の資源化 
・「もったいない運動」の新たな展開の検討 

 
（２）みんなに選ばれるまちづくり 

    ①「機能的で魅力ある拠点の創造」 

    ａ．「地域拠点」 

・雀宮駅周辺地域の整備    

   （（仮称）第３図書館，駅関連施設，周辺道路） 
ｂ．「中心市街地」 

・市街地再開発事業の推進 
（馬場通り西地区，宇都宮駅西口第四Ｂ地区） 

・中心市街地活性化基本計画の策定 
・情報発信機能の充実 
・都心部道路景観の整備 
・宇都宮オリオン通り商店街アーケード改修工事の支援 

  ・宇都宮駅東口地区整備の検討 

ｃ．「その他」 

・都市計画マスタープランの策定 
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②「都市の個性の創出と発信」 

・都市ブランド戦略に基づく取組 

  （市内：中心商店街写真展，集客イベントの活用など） 

   （市外：首都圏イベントの積極的な参加・実施） 

・ジャパンカップサイクルロードレースの充実 
 
（３）持続的に発展できるまちづくり 

    ①「次代を築く人材の育成」 

・小中一貫教育モデル地域学校園開始 

・外国人児童生徒日本語指導・支援体制の充実 

    ②「産業力の強化」 

ａ．「産業集積の促進」 

・産業振興機能の強化 

・企業誘致活動の積極的な実施 

ｂ．「農業」 

・農業担い手の確保・育成 
・米粉利用促進 

・農産物ブランド化 

・大型直売所等の整備検討 

    ③「地域が主体となったまちづくり」 

・生涯学習とまちづくりの一体的な推進 
 

４ 新年度予算編成 
・市税収入の大幅減収，社会保障関係経費の増大などにより，厳しい状況が

続くものと予測 

・持続可能な財政構造の確立に向け，積極的な歳入確保，ゼロベースにたっ

た施策事業の「選択と集中」，内部努力の更なる徹底を図りながら，これ

までの行財政改革で培った成果を発揮し，市民ニーズに的確に対応できる

予算とする 
 

５ 新年度執行体制 
・新たな「組織整備・定員適正化に関する方針」の策定 
・税以外の債権も含めた収納対策強化に向けた体制の整備 

・市中心部における，まちづくり支援と生涯学習の一体的実施に向けた体制

の整備 

 ・全国スポーツレクリエーション祭の２３年度開催に向けた体制の整備 
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６ むすび 
・ブランドメッセージ「住めば愉快だ 宇都宮」に込められた，「日々の生活

に愉快さを感じられるような，住んでいることに誇りを持てるような，魅

力と活力に満ちた都市にしたい」という思いに応えることが，使命である

と考えている 
・確固たる信念を持って現下の厳しい状況に立ち向かっていく覚悟を新たに

したところ 
・皆様方には，より一層のご支援，ご協力をお願い申し上げる 

 
 
                          


